
第１回 天神川氾濫災害補償委員会 

日時：令和５年８月 10 日（木）10 時～ 

場所：兵庫県民会館７階「鶴」

議事次第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 委員紹介 

４ 委員長挨拶 

５ 議事 

（１） 委員会設置要綱について  

（２） 氾濫災害調査委員会の結果報告について   

（３） 今後のスケジュールについて  

６ その他 

７ 閉会 
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第１回 天神川氾濫災害補償委員会 出席者名簿 

【委 員】 

敬称略・順不同 

氏 名 所 属 ・ 職 名 備 考 

委員長 角松 生史 
神戸大学大学院法学研究科

教授 

委員 窪田 充見 
神戸大学大学院法学研究科

教授 

委員 浅田 修宏 
六甲法律事務所 

弁護士 

委員 後藤 洋平 
(株)内山鑑定事務所 

一級損害保険登録鑑定人 

【事務局】 

氏 名 所 属 備 考 

杉浦 正彦 兵庫県土木部 部長 

釜江 義明 兵庫県土木部 次長 

佐藤 信治 兵庫県土木部 用地課長 

田村  健 兵庫県土木部 河川整備課副課長 

關  康夫 
兵庫県阪神北県民局 宝塚土木事務所 

副所長 





資料１ 

天神川氾濫災害補償委員会 設置要綱 

（設置目的） 

第１条 二級河川天神川の河川工事施工箇所（伊丹市荒牧６丁目）の左岸堤防が破堤し発生し

た氾濫災害について、被災者に対する適切な補償等を審議するため、天神川氾濫災害補償委

員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次の事項について審議し、県に提言を行う。 

（１）氾濫災害に対する県の賠償責任に関すること 

（２）補償額の算定基準の策定に関すること 

（３）その他、必要となる事項に関すること 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に記載の委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は、委員のうちから委員長代理を指名することができる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長代理がその職務を代理する。 

（運営） 

第４条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員長及び委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ オンラインで会議に参加した委員長及び委員は、会議に出席したものとみなす。 

４ 会議の議事は、出席者の過半数をもって決する。可否同数のときは、委員長の決するとこ

ろによる。 

５ 前３項の規定にかかわらず、急施を要するため委員長が会議を招集する暇がないと認める

場合は、委員長及び委員２名以上の持回り審議により決することができる。 

６ 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、意見を聞くことがで

きる。 

（会議の非公開） 

第５条 委員会の会議は、原則として公開しない。 

（謝金及び旅費） 

第６条 委員長及び委員が委員会に出席したとき、又は委員会の開催のために必要な業務に従

事したときは、別に定める要領により謝金及び旅費を支給する。 

（事務局） 

第７条 委員会の事務局は、兵庫県土木部用地課に置く。 

（雑則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、委員会が

定める。 

２ この要綱の改正は、委員会が定める。 



附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年８月８日から施行する。 

（要綱の失効） 

２ この要綱は、審議事項の審議が終了した時点、又は必要な提言が行われた時点で効力を失

う。 

（招集の特例） 

３ 第４条第１項の規定にかかわらず、最初に開かれる会議は、兵庫県土木部長が招集する。 

別表（第３条関係） 

所属 職名・氏名 区分 備考 

神戸大学大学院法学研究科 教授  角松 生史 学識経験者（行政法） 委員長 

神戸大学大学院法学研究科 教授  窪田 充見 学識経験者（民法）  

六甲法律事務所 弁護士 浅田 修宏 法律実務者  

株式会社内山鑑定事務所 

関西ブロック次長 

一級損害保険登録鑑定人 

後藤 洋平 

損害保険査定実務精通者  



























































































































資料３ 

今後のスケジュール 

○ 第２回補償委員会 

（１）日時 令和５年８月２３日（水）14:00 時から 

（２）場所 兵庫県民会館７階 鶴 

（３）内容 

  ア 氾濫災害に対する県の賠償責任に関すること 

  イ 補償額の算定基準の策定に関すること 

○ 第３回補償委員会 

（１）日時 令和５年秋（予定） 

（２）場所 未定 

（３）内容 第１回及び第２回補償委員会での検討の中で、必要が生じた内容

を審議する（補償状況の確認など） 


